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緒 言

近来マラリア易(虫の培養は,おむに 1リ"脚110dh川

んmN'ん,.Ⅱを用いて手法,培地の開発がなされ,午庁主世

代までへの成長はみないまでも, schi帥gony を2'世代

以上おこさせ,虫数も数倍にWリ川させることが可能にな

つてきた(Geiman ',ια1.,1946 ;"「rjgg,1968,1969 」

BUIC11eT & cohen,1971).

しかしながら,ネズミマラリアの 1種 1'.ιルリ・g/Mi で

は、今nまでほとノリどこうした培養が行力れていない

茗岩らは, golden hamSιer に粧代中の向虫体そこ

を用いて,試験的に飾易な培養を試み,経時的に Giem肱

染色と 1乃'ronin・nlethyl・grcen 染色(以下 P入1 染色と

略す)で原史の発吉を遡求してみた.この述求にあた0

ては,培養の経過にともなつての各捌虫体の側数算定を

おこない,発告11牟抑1の進行を磁認ナる必要があるが,被

寄生赤血球の増多とともに,本祉では.発省形態_1二に異

常な複雛多様性を示L,い,リ1の11寺翔の虫体かを決めか

ねるものも出現し,所抑1のn的を果しえなかつた,従つ

て,培養に関する成鍍については,後日検討の上隷告す

ることとし,とりあえ十本論文では,この観察で認めた

特異な形態の記載と文献的"察をおこなつた,

実験材料および方法

培養に用いた虫体は,1回月は,マウスで約60代継代した

後,さらに約2ⅢⅡ拐隔で体垂120g前1妾の goldenlwm・

S1凹に継代し,その6代目の個体から感染後12日目に,

また2同目は,マウスで約80代継代後,さらに golden

1ねm51"で継代し,その4 代目の個体から感写暫妾18羽目

に採血してえたものである.培養とは別に,感染 gola印

11nm5terや感染マウスの血液像を髄時観察したが,前者

の"1合は,継代の際採血したものを,後者の場合は,約

Ⅱ0代継代したものを、ほぼ3時朋毎に足部より採血し

材料とした

培養容揺・培地,交{相.培麓容器は, Falcon plaSιks

社の組織培養用シ十ーレ(35×10mm)を用いた.培地

は, BaⅡ(19・15)カ:1}H発し,'rHgg & G0ιterklge(1釘D

によ0て筋易化された Hon'n髄l medium を作製し使用

した.使用時の各郁条件は,ナべて彼蠏のものによつ

た.ふ卵瓣の気千11は5 %CO0十怖%空気とした.

f静炎力法:培養に際しては感染 golde" 11amster より

心臘採血(含へパリン)で約10m1の余血を採取し,500

即m,5分述沈ののち上消を捨て',沈泣を培地液でU可

遠沈洗浄し,最後に培地液の2m1を加えて血球浮遊液

とした.ーカ,あらかじめ圷牡也被2m1 ナつを分注し,

ふ卵器内に納めておいた培養容器のそれぞれに上記血球

浮遊液を0.2m1ずっスれた.その際の赤血球の寄生率は

約50~70%であつた.なお,培錠巾は,培養客部内の赤

血球の堆赦を防止するために適立振とラした.

観察力法.標本作製に際しては、 d時例毎に培養客器

を 1個十つ取リ出し,その内容を500η,m,5分述沈のの

ち沈泣より塗抹標本を2枚作製し,1枚は Gi.m訟液

で染色し,他の1枚はカルノア圈定を経て PM染色して

観察した.コントローノレの池:味で,兎又染 golden ha1れSteT

や感染マウスの血液像も観察したが,それらも Giom餓

染色標本とした.

使用虫体と継代力法:jnいられた 1'.ι,ψg/h,i は,東

大疾科研より讓り受けた Yoeli 株(NK 65)で.体重

20g前後の DDY 系マウスに腰腔内注射で継代した.注

射にあたつては,感染1週後に'亡、臓採血[(含へパリン)で

約0.5m1 を得たのち,生理食塩水で卯倍に希釈し,その

0.5,0.3,0.1m1 を各々 3 匹のヤウスに 1望腔内接極し

た.0.5m1 接極で,被嵜生赤血球数は約2.5×10リm1 で

あった,継代1胡隔は 1週間で,生残マウス血液のうちで被
嵜生赤血球の多いものをえらノVで,使用した. h凡,ih・0



加 Wh・0 培養のものは,24時間後でも Gi●m訟およ

びPM染色による虫体の染まりは良く,特に metozoite

は染色性が良く保存されているようであった(Fig.1).
さらに, meTozoite の数も12侍問以後に増加する傾向が

あったので,一応この程度の培萎で,24時間後まで赤血
球,原虫ともに生残したと予想された.

その後,さらに,この培養虫体の発育傾向を確認、する

ために,培養開始後一定時問毎の各期虫体の出現比率を

求めてみた.しかしながら,この楓察時に,発育升到盧上
の複雑多様性に祗面し,この種の形態上の再検討なしに

は,発育過程に関する以後の追求や,記載が困薙と老え

られた.こうした複雑性は文献的には, vincke (1954),

Yoeli & Most (196の, Garnham (1966)らの報告に

記載があるが,同時に,従来記載がないと思われる特異
な形態(Fig5.フ,1のをも認めた.

すなわち,粉もに Giem訟染色標本上の形態観察で
あるが, Khi卯nt に逵する巴,形態はかなり複雜にな
り,その成熟したものでは,小型で多数の核を有するも
のと大型で小数の核を有するものがみられた.(以下これ

らを小型および大型成熟 Soh稔ont と呼ぶ)(Figs.1,

3,5,8).これらの形態にっいての薯者らの観察結果
では,小型成熟.oh稔ont は,直径7 ~8μで,10数個~

20数個の核を有し,また,その放出 m吐叱0Ⅱe は長径

1~ 2μである.一方火型成熟 Schizont は,直径10~
11μで,核の数は十くなく10個前後であり,本体,該と
もに大型である.この核は,5Ch稔ont 木体の辺縁部に
分布する傾向があり,染色色調は,基質が桃色で,中に
赤味の濃い部分が認められるいわゆる tw0 如nehomo'
gen0心であることが特徴的である. sch稔ont の細胞質
は,おおむね灰黄色を加えた青色に,ただし周辺はそれ

よりやや濃い冑色に染0てみえる.また,有性世代のそ

れほど顕茗ではないが,黄色を基調とした黒祝色の色素

穎粒が細胞質内にみられる.(Figs、5,8).小型および

大型成熟託h藷ont の両者が同一赤血球内に混在する揚
合も,又有性世代の虫体とこれら無性世代の虫体が混在
する場合もあつた.

Schizont の2型に閨tる明らかな記載は従来ほとノν

どなく,わずかに Cωradetti & ver0ⅡnK1951)か,附

図巾にそれらしい檎造を示しているが,彼等の本文中に

は,何の説明もない.,'なわち彼等は,ただ Schi即nt

の2型のみを図示し,わ十かに図の説明として,汰のよ

結果および考察
うに述バ:てぃる." vari stadi del proce5So schizogo'
nic。 in globuli tossi ma山τi."また帖 Vari Sιadi del
Processoschizogonicoi訂 erittocitiimmaturi."1j文で
述べたものは詰者らのいう小型託hi⑳nt に,また後文
で述べたものは,大型 Schizont に類似していた.こう

^

、^

した Schizont に2型の生十る現象は,宿主細胞にj京図

があるのか,専ら虫体側だけの問題なのか,目下のとこ

ろ全く明らかにされていない.

Yoeli &入10Sι(1960)は, schizont に関して, gr0肌'小

{orm と la屯er groW小{orm の2型を図示したが,
^

^

れは,虫体の株によっては, sch稔ont が大型化すること
を示したもので,芽者らの述バたような同一株内の2型
を意味したものではない.なお,この報告でも,両型の
存在を示しただけでそれ以上の説明はしていない.

小型成熟SCM即ot は,我々の観察では,やがて通常の
merozoite を放出すると思われる,これは、 Figs・ 2 ・4

でみられるような像が顕微鏡標本上でとらえられている

ばかりでなく,小型成熟 Sch稔ont および,その内部の
merozoite の形態学的特徴,それに, schi20址内升勿戈

mero.oite 数など,すバて従来の記載に全くよく一致し
てぃるからである(vi訂Cke,1954; YNH & Most,1960;

G且τΠhaln,1966).つまり,この Schlzont が通常1忍めら
れているタイプのものであろう.

大型成熟5Chizont の揚合にも meroz0北e の放出寸前
を思、わせる像(Fi宮S.6,9)を観察し,かっそれら内
部 me虻仇oite と,牙封震上極めて良く似た長径4 ~5μ
の遊離の大型 m田伽oite 様体も血液中にみられたので

(Figs.フ,1の,オ3そらく,後者は、大型成熟 S小稔0"t
から由来したものであり,やはりこの場含にも meTO'

即iιe形成類似の過程があったものと想像している.こ

の大型 merozolt.様体に0いては,現在までに報告が
ないようで,本郭が初めての記毅と思われる,その形態
は,球状または洋梨状であり,大型成熟 SCN加nt でみ
られたと同様に,核は火型であり,また Iwo to"e ho、
m。g飢0山な染りを示し,さらに細胞質の辺緑部には,
黒禍色の色棄顯粒がみられた. h北・ih'0 培養'1時問目の
PM 染色でも,虫体の 10程も占める大到の核が DNA
の存在を示して緑色に染まっているのを観察した.

大型 mど伽oite 様体の形態は, Giem5a 染色標本で
精査したところ, Gatnham (1966)の成霄に述べられて
いる四.ιⅢ・gjMi の生殖母体にも類似した特徴を示ナよ
うに思われた.即ち,濃い色素顯粒を持っが,その色は黄
金色で黒禍色が混じるごと,枝は細胞質の辺緑部に禰在



性で内外2部分(外部は桃色,内部は同色でさらに濃染)

に染め分けられることなどである.こうした大型 meto,

加i比様体と有性生殖期との関連,その後の運命などに

ういては現在全く不明であり,今後の検討にまたねぱな

らない

h. uih力培養材料に対するコントローノレとして'塗抹標

木をつく0た感染実験動物の血液内からも,上述の大型

成熟文M加"t および大型 ma仇oile 様体に一致するも

のが見出された.従つて,これらの特異な形態は, m

Tih力培養にともなつて特に出現するものとは考えられ

ない

Vjn"ke (195りは, 1)10od pnS5age を繰り返すと,

有性世代の形態が無性世代のそれと区別しにくくなるの

で,村性世代の研究のためには,分離したての Stram を

用いることをすすめ, Gar"11am (1966)も, vincke

(1963)の研究結果を引用し,長期にわたる blood Pas・

Sage による無性世代の monstrooS な増殖と右性生殖力

の衰退を指摘している.我々の場合も,約2年半にわた

り,蚊を仲介とせサ',一定囲隔でヤウスおよび golden

homst町に継代してきたもので,火型 mer叱0北e 様体

の出現が,こうした長蜘継代と全く関係がないとはいい

切れない.この点も今後の研究に待ちたい

潟六学催学部火酋π満教按に探俳Vたしまナ.主た幣養

技術にっき膨火の御按助を卜ただいた国立テ防衛生研究

所ウィルス・りケッチア部の奥付秀失先生,並びに剖部

の噐先生力:こむ丹:く御礼小_1ゴナます.

結語

1リd脚li0ιli""よιe,'ghei 感染 g01(1en hamster の赤内

型虫体を用いて,簡易な討時酷1培養の経過を耀察巾,通

常の成熟 SCMzont に比し火型な成熟誕hi即址および

それから放出されたと思われる大型 m町仇oite 様体を

見出した.その後,これらの形態は,培養と関係なく,

感染動物の血液内でも,普通に見出されることが明らか

になつてきた.

G抱m5a染色にょる火型成熟SCI】i抑n1の特徴は,大き

さ硫径10~Ⅱル枝数約10,核は細胞質の辺緑部に位匿

し,核の色調は,桃色で内部に劫桝W部あり(two tone

homoR印叫S),細胞質の色靭は,辺緑の両色を除き全体

灰黄色を加えた青色,細胞質内色素顯粒の色閥は,黄栂

色などである.火型 m杜侃oite 様体の特徴は,長径4 ~

5μの洋嘱!状であるほかは,火型成熟 KM即m のそれ

に一致した.

以上の諸特徴は,本孤の生殖母体のそれにも酷似して

いるが,有性生殖捌との関係を含めて,これらの本熊に
ついては現在全く不明である.

本研究に関し,御折導、Fさった鼎立テ防衛生研究所宙
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PECULIAR FORMS FOUND IN THE COURSE OF THETHE

DEVELOPMENT OF Pι'1S.VOD1υAIB三RGHEI

Taknι。S1Ⅱ KOBAYAKA、VA, T5Utomu KOYANIA and 入lit5山'OS、i KUMADA

(Dιゾユ"J・hⅡ'りリ 0/ Pι!rali/010gJ,.八Tah'OJJα1 1"slihιie of lJι"hh、 Tokj'0 141

ObtainedIn 小e course of a siTnple in vitro cultivation of the eryt11rocytiC 5t11ge'para5ites

fr。m g。1den hamsteTs in{ected wiιh 1リα'リ10di""1 ι,eJ'g11ι'i Yoeli'NK 65 Stra1Π・ tle arger
mature schiz0キ1ts and t11e larger merozoite・1ike orRa口isms Flg5、 5 10 lhan t110se so ar 'escriコ'

foun', They 、Yere detected also in t11巳 1)10od o{ go】(1en 11amsters an' mice以{(Fi宮S.1 4 、veTe

infected wit11 tl)e l)arasites

1η this 。】コSeい・alion.小e 11皐鄭・ard medium simPⅡ6ed by 1τigg & Gutterid菖e 1971 訊'as U5e{

a5 ιI cult口re me'H山TI, nnd t11e petri di5h lnade in Fnlcon plastics comp・ as a cU11Ute 、esse
T11e 。Hler cultuTe techniques 、、,ete based 1Πainb' upon them. T11e sme皐r preparations o ne

Stained wit11 Giemsa'S 50lution 、、'ere micloscopicaⅡy investigated・Cult武,nted parnSⅡes

CharacleriS6CS O( a祀 large.sized mature sC11izonts are as f0110、、'S :10-11 1tin (1iⅡmeter, a )OUι
re(1inten 1日Υge nuclei 、、・hiC11 10cate in the pellP11ery of t11e body and 11ave pinklS11 C010ut 、Yit

',t乱,o tone homogen0口S nuclei", the yeHowish blue cytopla51n 、Ylt11 bluis、t11e inner part

Peril)11eral zone nnd t11e yeⅡ0、viS11 、town pigment 客ranules in t1祀切'ιOplasm (Fjgs・ 5-6,ー
t11eCharacterislics of ゛〕e large、S12ed lnetozoite・1ike organi5m5 are 、'eTy 5imilaT ミ0 t1105e o
10

Iarge_sized 1Πalure sC11izoTlt elcel〕t t11e size (4-5 1ι in length) and t11e l)ear、1ike S11al)e l;ig.'フ、
OfB。t11 forms closely resen)ble also t0 111e g乳metocytes of ιhis species on t11e propert)'

11a、,ing "いYo tone hom0きenous nuclei", ye110、、'i511 bro、、'n pigf"ent granules and 0ιhers・
These peculiar organisms l)ave hardly been known apart {rom the report o{ cort批et6 "

Ver。HI)i (195D in l、,hiC11 t11ey i11Ustrated 小e l)arasites suggeSιive o{ SUC11SC11izont and mer020ile
Of 、、,hichIike 。rganism. The morP11010gicalfeatures of such peC口linT forms, t11e rea nature

must l)e left for a fU扣re study,11ave 、eeミ1 described 血 detailin t11e l)rescnt paper・

8. The

Mxplanation of F地Ures

1;igs.1-3,5,6,8-10 represcT11 ι1)e para5ites obιained fron) 1!1C I)10od of golden hnlnster in どd
With 1ゼas"10ι/ihJⅡ beJ・glN,i (Yoe!i・NK 65 Strain).
Figs.4,7 1eprcsent tl】e para5itcs from the blood of ι11e hlfectcd lnoU5e

T11e sketcl of 小e parasitcs i罰 111e 5nmc stag0 111nl is S110圦'n in lrjg・フ・

、un 1Π

.'"1a

丁 anlsmslna

Croscopic slidcs.
.i,.2.'「11e merozo 1
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